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0-1：注記　/　為替情報

注記情報 主な為替レート
・一部製品のセグメントの変更による遡及修正 ・P/L：期中平均レート、B/S：期末レート
　　2021年度より、一部製品を大豆加工素材セグメントから乳化・発酵素材セグメントへ組み替えています。
　　その為、2020年度の数値を参考値として遡及修正して表示しています。

2021年度 2021年度 2022年度 2022年度
3Q 期末 3Q 差 増減率 予想前提*

111.10 112.38 136.51 +25.41 ＋22.9% 136.51

115.02 122.39 132.70 +10.31 ＋8.4% －

20.72 21.10 26.55 +5.83 ＋28.1% 26.55

20.61 25.83 25.43 ▲ 0.40 ▲1.5% －

130.62 130.56 140.59 +9.97 ＋7.6% 140.59

130.51 136.70 141.47 +4.77 ＋3.5% －

17.25 17.51 19.88 +2.63 ＋15.2% 19.88

18.06 19.26 19.01 ▲ 0.25 ▲1.3% －

・P/Lは前年同期、B/Sは前年度期末（2021年度末）を比較

・2022年度3Qのブラマーに適用した為替レート(＄)は、P/L 131.64、B/S 150.26

* 予想前提P/Lレートは、2023年2月修正予想に合わせ見直した数値

B/S

P/L

B/S

対前期比

＄

BRL

€

人民元

P/L

B/S

P/L

B/S

P/L
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(単位：億円）

*上記の連結業績は億円未満を四捨五入した数値を記載しております。

347

乳化・発酵素材

大豆加工素材

合計

中国大豆たん白食品事業の譲渡、日本での販売数量の減少はあったものの、原材料価格上昇に伴う販売価格の上昇により増収。

主原料であるパームなどの原材料価格の上昇に伴う販売価格の上昇、北米新工場の稼働による販売数量の増加、為替円安の影響等により増収。

為替円安の影響、及び原材料価格の上昇に伴う販売価格の上昇により増収。

+5

業務用チョコレート

乳化・発酵素材

+1

▲10

営業利益

【↗】増益要因
【↘】減益要因

大豆加工素材

合計

グループ管理費用等

3 4

+329

▲11

40 37
▲1.0pt

 支払利息の増加。

1,154 1,483

89

14

1-1：

+175

+33

FY2021
3Q実績

FY2022
3Q実績

86

523

502 619

218売上高

植物性油脂

2022年度 連結業績 3Q（３ヶ月）

34 18                                                                                                                                                                               -

植物性油脂

業務用チョコレート

14 19

▲1

7 9 【↗】日本でのクリームなどの伸長。東南アジアの採算の改善。
【↘】中国でのフィリングの販売数量の減少。

41 30

【↗】日本での採算の改善。
【↘】東南アジアの好調だった前期からの減少。

24

売上高　1,483億円（前年同期比+329億円）、営業利益　37億円（前年同期比▲3億円）●業績概要

▲15

営業利益率 3.5%
経常利益
親会社株主に帰属する四半期純利益

2.5%

▲9

▲3

▲9

252 原材料価格の上昇に伴う販売価格の上昇、及び為替円安の影響により増収。

前年同期比
増減額

+117

+2

増減要因(前年同期比）

+2

【↗】欧州での販売数量の増加。
【↘】北米や日本での販売数量減少。

売上高：原材料価格の上昇に伴う販売価格の上昇及び為替円安の影響により増収。
営業利益：原材料価格の上昇に伴う販売価格対応に注力したものの、ブラマーや中国での販売数量の減少などにより減益。

【↗】日本での機能剤の販売伸長。
【↘】日本での大豆たん白素材、大豆たん白食品の販売数量の減少。
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(単位：億円）

*上記の連結業績は億円未満を四捨五入した数値を記載しております。

▲34 　
親会社株主に帰属する四半期純利益 94 51 ▲43
経常利益 118 84

▲31

営業利益率 3.7% 2.1% ▲1.6pt

合計 119 88

大豆加工素材 21 13 ▲8 【↘】日本での大豆たん白素材、大豆たん白食品の販売数量の減少。

乳化・発酵素材 16 9

【↗】ブラジル、欧州での販売数量の増加。
【↘】北米や日本での販売数量減少。

グループ管理費用等 ▲27 ▲28 ▲1

▲7 【↗】日本でのクリームなどの販売数量の増加。
【↘】中国でのフィリングの販売数量の減少。

合計 3,199 4,167 +968

営業利益

【↗】増益要因
【↘】減益要因

植物性油脂 57 52 ▲4 【↗】上期における東南アジアでの堅調な販売。
【↘】上期を中心とした原材料価格上昇による販売価格改定の遅れ、北米の採算低下と新工場の稼働に伴う経費の増加。

業務用チョコレート 52 41 ▲12

595 698 +103 原材料価格の上昇に伴う販売価格の上昇、及び為替円安の影響により増収。

258 ▲4 日本での原材料価格上昇に伴う販売価格の上昇はあったものの、中国大豆たん白食品事業の譲渡により減収。

+572 主原料であるパームなどの原材料価格の上昇に伴う販売価格の上昇、北米新工場の稼働による販売数量の増加、為替円安の影響等により増収。

業務用チョコレート 1,378 1,674 +296

売上高

植物性油脂 964 1,537

大豆加工素材 262

為替円安の影響、及び原材料価格の上昇に伴う販売価格の上昇により増収。

乳化・発酵素材

FY2021
3Q累計

FY2022
3Q累計

前年同期比
増減額

増減要因(前年同期比）

1-2：

●業績概要 売上高　4,167億円（前年同期比+968億円）、営業利益　88億円（前年同期比▲31億円）

売上高：原材料価格の上昇に伴う販売価格の上昇及び為替円安の影響により増収。
営業利益：原材料価格の上昇に伴う販売価格対応に注力したものの上期を中心とした一部未達に加え、ブラマーの販売数量減少、北米の油脂新工場稼働に伴う経費増加等により減益。

2022年度 連結業績 3Q累計

営業利益増減分析
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1-3： 2022年度　連結業績  3Q累計 (事業別･所在地別マトリクス)
(単位：百万円）

売上高 年度 日本 米州 東南アジア 中国 欧州 連結計
実績 前年同期比 実績 前年同期比 実績 前年同期比 実績 前年同期比 実績 前年同期比 実績 前年同期比

植物性油脂 FY2022 3Q 42,162 +10,142 59,781 +29,432 24,273 +9,735 2,693 +467 24,748 +7,449 153,659 +57,223
FY2021 3Q 32,020 +5,658 30,349 +8,122 14,538 +3,745 2,226 +133 17,299 +6,613 96,435 +24,272
FY2020 3Q 26,362 - 22,227 - 10,793 - 2,093 - 10,686 - 72,163 -

 業務用チョコレート FY2022 3Q 31,478 +1,821 113,215 +22,271 11,955 +3,155 5,428 +506 5,363 +1,866 167,441 +29,618
FY2021 3Q 29,657 +3,099 90,944 +8,542 8,800 +1,914 4,922 +882 3,497 +1,291 137,822 +15,727
FY2020 3Q 26,558 - 82,402 - 6,886 - 4,040 - 2,206 - 122,094 -

 乳化･発酵素材 FY2022 3Q 43,768 +4,584 - - 12,320 +3,894 13,718 +1,842 - - 69,807 +10,318
FY2021 3Q 39,184 +1,202 - - 8,426 +1,597 11,876 +3,095 - - 59,488 +5,894
FY2020 3Q 37,982 - - - 6,829 - 8,781 - - - 53,593 -

 大豆加工素材 FY2022 3Q 24,981 +389 - - - - 797 ▲799 - - 25,779 ▲410
FY2021 3Q 24,592 +563 - - - - 1,596 +333 - - 26,189 +896
FY2020 3Q 24,029 - - - - - 1,263 - - - 25,292 -

売上高計 FY2022 3Q 142,390 +16,935 172,997 +51,703 48,550 +16,784 22,637 +2,015 30,111 +9,315 416,687 +96,750
FY2021 3Q 125,455 +10,523 121,294 +16,664 31,766 +7,258 20,622 +4,444 20,796 +7,903 319,936 +46,791
FY2020 3Q 114,932 - 104,630 - 24,508 - 16,178 - 12,893 - 273,144 -

上記売上高は外部顧客への売上高を記載しています。

営業利益 年度 日本 米州 東南アジア 中国 欧州 連結調整 グループ管理費用 連結計
実績 前年同期比 実績 前年同期比 実績 前年同期比 実績 前年同期比 実績 前年同期比 実績 前年同期比 実績 前年同期比 実績 前年同期比

植物性油脂 FY2022 3Q 2,716 ▲326 ▲719 ▲975 2,793 +1,316 ▲161 ▲152 672 ▲193 ▲59 ▲93 - - 5,242 ▲422
FY2021 3Q 3,042 ▲155 256 ▲924 1,477 +577 ▲9 ▲151 865 +812 34 ▲77 - - 5,665 +79
FY2020 3Q 3,197 - 1,180 - 900 - 142 - 53 - 111 - - - 5,586 -

 業務用チョコレート FY2022 3Q 4,234 ▲584 ▲925 ▲801 351 +27 25 ▲76 326 +224 77 +60 - - 4,090 ▲1,150
FY2021 3Q 4,818 +631 ▲124 ▲1,016 324 +62 101 +261 102 ▲133 17 ▲11 - - 5,241 ▲203
FY2020 3Q 4,187 - 892 - 262 - ▲160 - 235 - 28 - - - 5,445 -

 乳化･発酵素材 FY2022 3Q 1,795 +218 - - ▲624 ▲68 ▲256 ▲703 - - 21 ▲159 - - 936 ▲712
FY2021 3Q 1,577 +559 - - ▲556 ▲513 447 ▲654 - - 180 +48 - - 1,648 ▲559
FY2020 3Q 1,018 - - - ▲43 - 1,101 - - - 132 - - - 2,208 -

 大豆加工素材 FY2022 3Q 1,272 ▲775 - - - - 233 ▲22 ▲206 +25 38 +7 - - 1,337 ▲764
FY2021 3Q 2,047 ▲660 - - - - 255 ▲68 ▲231 ▲191 31 +82 - - 2,102 ▲835
FY2020 3Q 2,707 - - - - - 323 - ▲40 - ▲51 - - - 2,938 -

連結調整 FY2022 3Q 118 +14 ▲13 ▲15 ▲13 ▲12 21 +15 ▲91 ▲88 ▲38 +70 - - ▲17 ▲17
FY2021 3Q 104 +78 2 ▲4 ▲1 ▲3 6 ▲8 ▲3 ▲95 ▲108 +35 - - - -
FY2020 3Q 26 - 6 - 2 - 14 - 92 - ▲143 - - - - -

 グループ管理費用 FY2022 3Q - - - - - - - - - - - - ▲2,814 ▲79 ▲2,814 ▲79
FY2021 3Q - - - - - - - - - - - - ▲2,735 ▲78 ▲2,735 ▲78
FY2020 3Q - - - - - - - - - - - - ▲2,656 - ▲2,656 -

営業利益計 FY2022 3Q 10,137 ▲1,453 ▲1,657 ▲1,791 2,506 +1,262 ▲136 ▲936 701 ▲32 38 ▲116 ▲2,814 ▲79 8,776 ▲3,147
FY2021 3Q 11,590 +452 134 ▲1,945 1,244 +122 800 ▲622 733 +393 154 +78 ▲2,735 ▲78 11,923 ▲1,598
FY2020 3Q 11,138 - 2,079 - 1,122 - 1,422 - 340 - 76 - ▲2,656 - 13,522 -

*2021年度から、大豆加工素材事業に含まれていた豆乳及びUSS豆乳製品を乳化・発酵素材事業に変更したため、2020年度実績を遡及修正して表示しています。
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1Q 2Q 3Q 4Q
億円 24 51 88

　営業利益成長率 ％ ▲42.3% ▲36.0% ▲26.4%

億円 71 149 237

億円 57 94 151

億円 34 71 108

％ 3.0% 2.4% 2.4%

％ 3.8% 3.2% 3.4%

％ 1.5% 1.2% 1.2%

回 1.15 1.18 1.21

倍 2.3 2.3 2.4

ROIC ％ 1.7% 1.8% 2.0%

億円 4,756 4,963 4,999

億円 1,720 1,812 1,855 株主還元

億円 1,519 1,629 1,685

億円 865 1,015 911

％ 43.2% 43.3% 42.4%

％ 127.3% 126.6% 132.2% 1株当たりの配当金の推移 (単位：円)

億円 586 607 627

億円 6 12 19

％ 27% 27% 29%

倍 0.84 0.84 0.88

倍 0.82 0.87 0.90

億円 ▲115 ▲172 ▲139

億円 ▲28 ▲56 ▲112

億円 ▲143 ▲228 ▲251

億円 155 224 243

日 116 121 120

＊¹  過年度の実績値を遡及修正した場合は、当資料も遡及修正後の数値に基づき再表示しております。

＊²　FY2020の営業利益成長率：FY2019が15か月決算のため非表示。
＊³　FY2022.1Q、2Q、3QのROA、ROE、ROIC：年間換算した参考値を記載。

1,488

1,328

805

44.7%

121.9%

173

3.7%

6.6%

2.7%

127

1.12

2.2

3.1%

4,166

2022
予想

26 26 52 55.9%

25 50

27

40.6%

38.9%

29 56

2021

2018

2019

2020

25

2017

BS項目

CF項目

株主還元方針

27.6%

32.6%

31.2%

30.0%

37.1%

29.4%

26 26 52

26 26 52

25 48

17 30

23

2016

499

22

2022

米州

中国

13

3Q累計

ブラマー設備投資等

クリーム工場建設等

年度

2014

2015

　・配当性向30-40％

　・安定かつ継続的な配当の実施

26%

配当性向合計期末配当中間配当

44

35

22 22

1817

11

計 151

21

107

697

44.6%

122.2%

466

29%

0.82

0.63

382

▲174

208

▲199

1.01

1,108

4.8%経常利益÷総資産

有形固定資産の設備投資

売上高純利益率×総資産回転率
×財務レバレッジ

当期純利益÷売上高

売上高÷総資産

総資産÷自己資本

有形固定資産の減価償却費

財務キャッシュフロー

のれん（広義）とは、のれんに加え、商標権、
その他無形固定資産等を含んだもの

総資産回転率

財務レバレッジ

営業キャッシュフロー

総資産

有利子負債

NET有利子負債

EBITDA

設備投資

減価償却

ROA

ROE

売上高純利益率

Net有利子負債（有利子負債ｰ現預金）
÷株主資本

営業利益×(1-法人税率)÷(有利子負債＋自己資本)

CCC

NET運転資本

自己資本比率

負債比率

のれん(広義)

のれん(広義)純資産比率

D/Eレシオ

のれん償却額

Net D/Eレシオ

投資キャッシュフロー

フリーキャッシュフロー

2-1:主な指標 

備考単位

営業利益

大項目

PL項目

3.0%

※補足：主な設備投資2022(累計実績）

億円

19

50

ハラルド第２工場建設等 30

項目 2020

年度 主な投資項目

日本 阪南事業所の設備更新等

米州

2021

150

▲16.2%

324

179

-

343

208

118

7.0%

2.2

4.3%

3,585

1,313

有利子負債÷自己資本

35

▲188

▲153

94

115

0.80

0.73

＊²

＊³＊³＊³＊³
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(単位：億円）

*上記の連結業績は億円未満を四捨五入した数値を記載しております。

3-1：

●業績概要 売上高　5,500億円（前期比+1,162億円）、営業利益　135億円（前期比▲15億円）

売上高：原材料価格上昇に伴う販売価格改定や為替円安の影響等により前期比増収を見込む。
営業利益：日本での業務用チョコレート事業や中国の乳化・発酵素材事業、ブラマーでの販売数量の減少により前期比減益を見込む。

FY2021
実績

FY2022
前回予想

(22年11月)

増減額
FY22修正予想(23年2月)

VS
FY21実績

増減要因(前期比）

2022年度 連結業績予想

売上高

植物性油脂 1,350 1,966 +655 主原料であるパームなどの原材料価格の上昇に伴う販売価格の上昇、北米新工場の稼働、為替円安により増収を計
画。

業務用チョコレート 1,855 2,221 為替円安の影響、及び原材料価格の上昇に伴う販売価格の上昇により増収を計画。

乳化・発酵素材 791 935 +117 原材料価格の上昇に伴う販売価格の上昇、及び為替円安の影響により増収を計画。

大豆たん白素材などの販売数量の減少により減収を計画。

合計 4,338 5,500 +1,162

大豆加工素材 342 378

+1 【↗】　上期での東南アジアにおける堅調な販売。
【↘】　北米新工場の稼働に伴う経費の増加。

業務用チョコレート 75 79 ▲8

営業利益

【↗】増益要因
【↘】減益要因

植物性油脂 74 92

大豆加工素材 21

▲1

【↗】　ブラジル、欧州での堅調な販売。
【↘】　日本、北米での販売数量の減少。

乳化・発酵素材 16 19 ▲0 【↗】　東南アジアでの採算改善。日本でのクリームなどの販売数量の増加。
【↘】　中国での販売数量の減少。16

営業利益率 3.5% 3.0% ▲1.0pt

合計 150 165

2.5%

親会社株主に帰属する当期純利益 115 105 ▲35
経常利益 144 158 125

80
▲33
▲25

FY2022
修正予想

(23年2月)

2,005

2,255

908

332

5,500

75

67

▲19

▲15

15 ▲6 【↗】　飲料向け機能剤の販売数量の増加。
【↘】　大豆たん白素材の販売数量の減少。

グループ管理費用等 ▲37 ▲41

増減額
FY22修正予想(23年2月)

VS
FY22前回予想(22年11月)

+39

+34

▲27

▲46

-

16

▲38

135

▲10

+400

▲0.5pt

▲17

▲12

▲4

+0

+2

▲30
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3-2： 2022年度 連結業績予想（通期 / 事業別・所在地別マトリクス）
(単位：百万円）

売上高 年度 日本 米州 東南アジア 中国 欧州 連結計
前期比 前期比 前期比 前期比 前期比 前期比

植物性油脂 2022 修正予想 (23年2月) 53,800 +10,413 80,900 +37,061 30,300 +9,318 3,500 +506 32,000 +8,228 200,500 +65,524
2022 前回予想 (22年11月) 51,500 +8,113 82,100 +38,261 30,800 +9,818 3,500 +506 28,700 +4,928 196,600 +61,624
2021 実績 43,387 - 43,839 - 20,982 - 2,994 - 23,772 - 134,976 -

 業務用チョコレート 2022 修正予想 (23年2月) 40,100 +563 152,900 +30,667 18,500 +5,960 7,300 +908 6,700 +1,866 225,500 +39,960
2022 前回予想 (22年11月) 45,200 +5,663 144,400 +22,167 18,500 +5,960 7,300 +908 6,700 +1,866 222,100 +36,560
2021 実績 39,537 - 122,233 - 12,540 - 6,392 - 4,834 - 185,540 -

乳化･発酵素材 2022 修正予想 (23年2月) 56,700 +5,408 - - 16,200 +4,219 17,900 +2,028 - - 90,800 +11,654
2022 前回予想 (22年11月) 57,700 +6,408 - - 16,900 +4,919 18,900 +3,028 - - 93,500 +14,354
2021 実績 51,292 - - - 11,981 - 15,872 - - - 79,146 -

大豆加工素材 2022 修正予想 (23年2月) 32,000 ▲315 - - - - 1,200 ▲652 - - 33,200 ▲967
2022 前回予想 (22年11月) 36,600 +4,285 - - - - 1,200 ▲652 - - 37,800 +3,633
2021 実績 32,315 - - - - - 1,852 - - - 34,167 -

売上高計 2022 修正予想 (23年2月) 182,600 +16,067 233,800 +67,727 65,000 +19,496 29,900 +2,789 38,700 +10,093 550,000 +116,169
2022 前回予想 (22年11月) 191,000 +24,467 226,500 +60,427 66,200 +20,696 30,900 +3,789 35,400 +6,793 550,000 +116,169
2021 実績 166,533 - 166,073 - 45,504 - 27,111 - 28,607 - 433,831 -

上記売上高は外部顧客への売上高を記載しています。

営業利益 年度 日本 米州 東南アジア 中国 欧州 連結調整 グループ管理費用 連結計
前期比 前期比 前期比 前期比 前期比 前期比 前期比 前期比

植物性油脂 2022 修正予想 (23年2月) 3,305 ▲501 196 ▲137 3,100 +980 ▲136 ▲147 975 ▲261 37 +144 - - 7,478 +77
2022 前回予想 (22年11月) 3,699 ▲107 1,970 +1,637 2,647 +527 ▲147 ▲158 1,090 ▲146 28 +135 ▲115 ▲115 9,171 +1,770
2021 実績 3,806 - 333 - 2,120 - 11 - 1,236 - ▲107 - - - 7,401 -

業務用チョコレート 2022 修正予想 (23年2月) 5,161 ▲1,164 235 ▲9 705 +54 46 ▲89 472 +298 82 +65 - - 6,700 ▲848
2022 前回予想 (22年11月) 6,035 ▲290 670 +426 1,049 +398 ▲157 ▲292 283 +109 29 +12 - - 7,909 +361
2021 実績 6,325 - 244 - 651 - 135 - 174 - 17 - - - 7,548 -

乳化･発酵素材 2022 修正予想 (23年2月) 2,114 +320 - - ▲353 +511 ▲179 ▲709 - - ▲2 ▲159 - - 1,579 ▲38
2022 前回予想 (22年11月) 1,661 ▲133 - - ▲4 +860 254 ▲276 - - 34 ▲123 - - 1,944 +327
2021 実績 1,794 - - - ▲864 - 530 - - - 157 - - - 1,617 -

大豆加工素材 2022 修正予想 (23年2月) 1,630 ▲419 - - - - 335 +18 ▲438 ▲142 62 ▲16 - - 1,589 ▲560
2022 前回予想 (22年11月) 1,608 ▲441 - - - - 343 +26 ▲450 ▲154 39 ▲39 - - 1,540 ▲609
2021 実績 2,049 - - - - - 317 - ▲296 - 78 - - - 2,149 -

連結調整 2022 修正予想 (23年2月) 118 ▲32 ▲13 ▲20 ▲13 ▲8 21 +18 ▲91 ▲78 ▲32 +131 - - ▲10 +10
2022 前回予想 (22年11月) - ▲150 - ▲7 - +5 - ▲3 - +13 - +163 - - - +20
2021 実績 150 - 7 - ▲5 - 3 - ▲13 - ▲163 - - - ▲20 -

グループ管理費用 2022 修正予想 (23年2月) - - - - - - - - - - - - ▲3,839 ▲151 ▲3,839 ▲151
2022 前回予想 (22年11月) - - - - - - - - - - - - ▲4,065 ▲377 ▲4,065 ▲377
2021 実績 - - - - - - - - - - - - ▲3,688 - ▲3,688 -

営業利益計 2022 修正予想 (23年2月) 12,330 ▲1,797 418 ▲166 3,438 +1,536 89 ▲910 919 ▲182 145 +163 ▲3,839 ▲151 13,500 ▲1,508
2022 前回予想 (22年11月) 13,002 ▲1,125 2,640 +2,056 3,692 +1,790 293 ▲706 923 ▲178 130 +148 ▲4,180 ▲492 16,500 +1,492
2021 実績 14,127 - 584 - 1,902 - 999 - 1,101 - ▲18 - ▲3,688 - 15,008 -
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FY2022 3Q Pickup：各エリアのマーケットの状況と販売動向

エリア

ブラジル

東南アジア

中国

欧州

日本

業務用チョコレート
・土産市場は回復傾向。
・原材料価格の上昇等により、流通菓子、冷菓向けの販売数量が減少。

乳化・発酵素材
・コンビニ向けのクリーム、フィリングの新規採用により販売数量が増加。割安感のある洋菓子は堅調に推移。

大豆加工素材
・飲料向けの粉末状大豆たん白の販売数量が減少。また、粒状大豆たん白も家庭用冷凍食品などで減少。

米国

植物性油脂

・即席めん向けの需要は堅調も、物流混乱やインフレによる影響が続く。

業務用チョコレート(3Q:8-10月）
・ブラマーでのカカオ加工設備不良により販売数量が減少。低糖チョコレートなどの高付加価値品の販売も弱い。

業務用チョコレート

・流通菓子向けの販売が伸長。

業務用チョコレート

・インドネシアでは、アイス市場向けが低迷も、外食向けが伸長。
・豪州(3Q:7-9月）では、流通菓子向けの販売が堅調に推移。

乳化・発酵素材
・新型コロナウイルスの影響により、ベーカリー市場は軟調に推移。

業務用チョコレート
・土産市場向けの販売が堅調に推移。

3Q（2022年10-12月）マーケット状況と販売動向
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IR補足①：主要製品群の販売数量推移（前年同期比）

日本 111% 98% 104% 98% 101% 99% 101% 96% 102% 99% 102% 98% 100% 100% 111% 106% 108% 91% 101%

米州 99% 84% 91% 86% 93% 90% 91% 89% 112% 99% 100% 102% 101% 100% 113% 94% 103% 100% 103%

東南アジア 80% 78% 79% 96% 86% 91% 85% 93% 98% 95% 96% 103% 99% 97% 107% 105% 106% 84% 98%

中国 98% 81% 89% 93% 112% 98% 93% 72% 77% 75% 54% 63% 57% 66% -*³ -*³ -*³ -*³ -*³

欧州 69% 86% 78% 80% 136% 103% 91% 180% 153% 164% 135% 104% 118% 137% 109% 70% 88% 69% 81%

合計 88% 84% 87% 91% 98% 94% 90% 101% 110% 106% 102% 101% 102% 103% 108% 93% 100% 86% 95%

日本 94% 94% 94% 95% 105% 100% 97% 114% 106% 110% 104% 97% 101% 105% 98% 96% 97% 93% 96%

米州(ブラジル) 47% 114% 84% 100% 114% 106% 98% 218% 123% 147% 102% 121% 111% 123% 112% 105% 108% 100% 104%

東南アジア 82% 92% 87% 95% 105% 100% 94% 117% 110% 113% 106% 106% 106% 109% 105% 109% 107% 103% 106%

中国 143% 194% 172% 156% 255% 190% 182% 115% 83% 95% 106% 77% 93% 94% 77% 103% 91% 87% 89%

欧州 77% 81% 79% 89% 110% 99% 88% 152% 125% 137% 152% 129% 139% 138% 120% 129% 125% 114% 121%

合計(ブラマー除く) 79% 103% 92% 100% 113% 106% 99% 133% 112% 120% 106% 108% 107% 113% 104% 105% 104% 98% 102%

ブラマー 100% 82% 90% 102% 94% 98% 94% 106% 108% 107% 96% 98% 96% 101% 95% 92% 94% 87% 92%

合計（ブラマー含む） - - - - - - - 116% 110% 113% 100% 103% 102% 107% 99% 98% 98% 93% 96%

クリーム 87% 97% 92% 102% 101% 101% 97% 119% 108% 113% 104% 102% 103% 108% 97% 106% 101% 104% 102%

マーガリン
ショートニング 82% 88% 85% 96% 97% 96% 90% 102% 98% 100% 98% 91% 94% 97% 104% 106% 105% 101% 104%

東南アジア クリーム 69% 109% 89% 99% 90% 96% 92% 157% 72% 105% 79% 124% 97% 101% 84% 134% 105% 86% 99%

マーガリン
ショートニング 93% 107% 100% 105% 132% 115% 107% 118% 94% 105% 121% 117% 119% 112% 124% 80% 102% 73% 91%

フィリング 94% 112% 103% 104% 155% 124% 113% 144% 111% 126% 123% 115% 119% 122% 88% 92% 90% 87% 89%

大豆たん白素材 108% 108% 108% 106% 106% 106% 107% 106% 103% 104% 102% 102% 102% 103% 96% 98% 97% 95% 96%

大豆たん白食品 93% 104% 99% 96% 101% 98% 99% 107% 96% 102% 100% 99% 99% 100% 105% 96% 101% 95% 99%

機能剤 103% 88% 95% 89% 106% 97% 96% 103% 99% 101% 99% 99% 99% 100% 87% 110% 97% 108% 100%

*1:製品区分の見直し等により、過年度の実績値を遡及修正した場合は、当資料も遡及修正後の数値に基づき記載をしております。
*2:2020年度については、2019年度に決算期を12月から3月に変更した海外グループ会社については、前年同月比で比較しております。
*3:チョコレート用油脂の中国について、数量僅少のため非開示。

下期 Total
セグメント エリア 製品群

顧客の引取り遅れ等により減少。

2021年度 実績 2022年度 実績

１Q ２Q 上期 3Q 4Q 下期 Total １Q

2020年度 実績(*2)

3Q
累計

4Q
2022年度  3Qポイント

植物性
油脂 チョコレート用油脂

流通菓子向けの販売が減少。

１Q ２Q 上期 3Q２Q 上期 3Q

流通菓子向けが底堅く推移。

流通菓子向けの販売が減少。

乳化・発酵
素材

日本
洋菓子向けの販売が増加。

新規採用等により増加。

生産・出荷遅れにより減少

業務用
チョコレート

チョコレート
（カカオ製品含む）

流通菓子、冷菓向けの販売が減少。

流通菓子向けの販売が伸長。

土産・ギフト市場向けの販売が好調。

カカオ製品などの販売減少。

豪州での販売が堅調に推移。

新型コロナウイルスの影響などにより減少。

中国
新型コロナウイルスの影響などにより減少

新型コロナウイルスの影響などにより減少

大豆加工
素材 日本

健康食品向けなどの販売が減少。

給食、宅配需要向け減少。

飲料向けの販売が堅調。

11



IR補足②：主要原料チャート（2023年1月31日まで）

【市況】
生産量の減少懸念はあるが、インドの輸入関税引き上げ報道などで上値が抑えられる。
強材料：バイオ燃料の需要動向。不透明なウクライナ情勢。労働力不足や天候による生産数量減少の可能性。
弱材料：世界経済停滞懸念による需要減。

【市況】
磨砕量発表後は一時的に下落も、投機筋の積上げもあり、高値維持続く。
強材料：ガーナ財政状況悪化、農家へのサポート減少。世界的な肥料不足。旅行再開による旺盛なカカオ需要予想。
弱材料：ウクライナ情勢や経済活動減退によるリスクオフ。

【市況】
比較的良好な生育環境により安定的な生産量が継続。
強材料：ヤシ油の生産減少見通し。コロナ禍後の経済活動再開に伴う消費改善。
弱材料：安定的な天候状況。パーム核油在庫の回復。

【市況】
中国のゼロコロナ政策撤廃による需要拡大期待に加え、米国の大豆期末在庫の下方修正などにより高値で推移。
強材料：天候懸念による生産高の減少。中国大豆需要の増加。
弱材料：ブラジル大豆の順調な生育環境と進捗。
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IR補足③：主なトピックス、ピックアップ

●2022年度 主なトピックス（日付は当社WEBサイトでの公開日）
日付 Topics 日付 Topics
2022.4.4 『高度な酸化安定性を付与しDHA・EPA油“プロレア®”  の開発と応用展開』が 2022.12.1 不二製油グループ　公式YouTubeチャンネル開設のお知らせ

日本農芸化学会の2022年度農芸化学技術賞を受賞 2022.12.13 CDPより森林・水セキュリティでA評価、気候変動でA-評価をいただきました
2022.4.5 ESG 指数「FTSE Blossom Japan Sector Relative Index」の構成銘柄に選定 2023.1.4 新製法の大豆ミート「プライムソイミート」が2022年日経優秀製品・サービス賞 最優秀賞を受賞
2022.5.9 国内No.1製菓製パンのECサイトcottaと資本業務提携を締結 2023.1.12 経済産業省に定める「DX認定事業者」の認定を取得しました
2022.5.10 不二製油グループ中期経営計画（2022～2024年度）「Reborn 2024」を発表
2022.5.18 佐賀市・佐賀大学・伊藤忠エネクスと共同し、CO₂を活用した大豆育成研究プロジェクト

開始のお知らせ
2022.7.7 プラントベースフード戦略説明会を開催
2022.8.18 ホテルニューオータニ(東京) プラントベースメニューのお知らせ
2022.8.26 「サステナビリティレポート2022」を公開
2022.9.22 「統合報告書2022」を公開
2022.10.4 油脂酵母を用いたパーム油代替油脂の生産性向上に成功

●ピックアップ
「プライムソイミート」が
2022年日経優秀製品・サービス賞最優秀賞を受賞
大豆ミートの「プライムソイミート」が、日本経済新聞社が主催する「2022年日経優秀
製品・サービス賞」において、最優秀賞を受賞いたしました。「独自の加工技術を活用
し、より肉のような食感を実現した点や、ホテルニューオータニのビュッフェメニューに採用さ
れる等、市場でも評価されている点」が理由となり、今回の受賞につながりました。

CDPより森林、水セキュリティについて最高評価の
ダブルAリストに選定
不二製油グループは、2022年度約18,700社の回答企業のうち、森林・水セキュリティについ
てダブルAと評価された数少ない企業の1社となりました。森林は５年連続のA評価、水セキュ
リティは3年連続のA評価となります。

経済産業省の定める「DX認定事業者」の認定を取得
不二製油グループでは「2030年ビジョン」の達成に向けた価値創造の基盤として「DXビ
ジョン」を掲げており、経営基盤としての統一基幹システムの展開やデジタル人材の育成、
ステークホルダーへの適切な情報開示が行われていることなどから認定取得に至りました。
不二製油グループにおけるDX推進を一層強化し事業活動の変革を促進することで、今
後も植物性食品素材によって社会の変容に応じた価値を顧客や消費者に提供してまいり
ます。
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